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「地域を活用した学校丸ごと子どもの体力向上事業」の事業報告 

一般社団法人アスリートソサエティ 

1.問題の背景 

   子どもの体力は、昭和60年(1985年)頃と比較すると依然として低い水準にある。その背景に
は、小学校では体育の専任教員でないため担当教員によって技量の差が生じることや、中学校で
は運動部活動の指導に多くの教員が負担を感じているということが現状として考えられる。 
　そこで本事業では、こうした問題の解決に向け、元オリンピック代表選手などのトップアスリー
トやスポーツ関係団体との連携し、小中学校の体育運動活動を支援する取り組みを実施した。 

2.実施方法と目標 

　特定の小学校では、体育活動奨励日を週1回設け、トップアスリートを先生として派遣し、体育
授業と子どもたちの学校生活における運動活動の支援を行う。また、特定の中学校では、週1回トッ
プアスリートを運動部活動に派遣し、指導支援を行う。事業目標としては、1.児童生徒が自発的に
運動をするという意識の涵養、2.体育運動活動による教員の負担を把握、3.小中学校における体育
指導や運動部活動等へ外部指導者(元トップアスリート等)を紹介できるシステムの構築である。 

3.成果(アンケート結果から) 

（１）小学校 
    アスリート先生から指導を受けた児童506名の評価 

　　Q1 体を動かす・運動する時間は、アスリート先生の授業を受ける前と比べて増えたと 
　　　 思いますかアスリート先生（体育専任）の授業をまた受けてみたいと思いますか。　 
       →男子全体3,78・女子全体3,75であった。学年別には、２年女子が4,02と最も高く、     
         また、全体的には低学年の方が高く、学年が高くなるほど低い結果となった。 

     Q2 アスリート先生の授業を通じて、「運動が好きになった」と思いますか。 
　   →男子全体4,21・女子全体4,13であった。学年別では、３年男子が１番高く、１年、 
        ２年も相対的に高かった。また、学年が高くなるほど低かった。 

     Q3 アスリート先生の授業を通じて「体力が高まった」と思いますか。 
　　→男子全体3,83・女子全体3,74であった。学年別には、２年女子4,34、男子4,21と 
　　　1番高く、全体的には低学年の方が高く、学年が高くなるほど低かった。 

   南葛西第三小学校全児童南葛西第三小学校全児童(男子247名・女子259名)を対象に、
アスリート先生による体育授業で学んだことや態度変容について、記述式調査票を行い、
事後の事業評価を行った。質問に対し、「まったくそう思わない」「あまりそう思わな
い」「どちらともいえない」「少しそう思う」「そう思う」の5件法による質問項目。
「そう思う」5点、「全くそう思わない」を1点として平均値を算出した。 



    
     Q4 アスリート先生の授業を通じて「運動のコツがわかった」と思いますか。 
     →男子全体4,14・女子全体4,15であった。学年別には、２年と３年が男女共に得点が 
        高く、続いて６年男女の得点も高かった。これは、専門性の高いアスリートによる指 
        導によって技術面等で効果的な指導が実践されたと推測される。また、高学年ほど実 
        感したことがうかがえる。 

      Q5 アスリート先生の授業を通じて「運動への自信がついた」と思いますか。 
　　→男子全体4,02・女子全体3,77であった。学年別では、２年が男女ともに１番高かっ 
　　　た。また、６年男子の方も高く、総じて、女子に比べ男子の方が高かった。高い技術 
　　　の実演も交えた授業を実践したことで、運動へのモチベーションが上がったのではな 
　　　いかと思われる。 

         アスリート先生の取り組みに対する小学校教員17名の評価 

           Q１小学校におけるアスリート先生（体育専任指導）は、 
　　          子どもたちが運動を楽しむ意識を向上させることに効果があると思いますか。 

          Q２子どもたちとって、アスリート先生（体育専任）による授業は通常授業より楽しそうで    
                したか。 
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（２）中学校 

      アスリート先生から指導を受けた運動部生徒71名の評価 

　　　Q１アスリート先生の指導は、これまでの部活動と比べ楽しかったと思いますか。 

　　　Q２アスリート先生の指導を受ける機会があれば、また受けてみたいと思いますか。 

     
　  ◼アスリート先生の部活支援指導に対する中学校顧問教員の評価     
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　南葛西第二中学校の運動活動に参加している(男子40名・女子50名)を対象に、アス
リート先生による指導で学んだことや態度変容について、指導期間終了後に記述式調
査票を行い、事後の事業評価を行った。（対象は、陸上部、バレー部、バスケット部、
卓球部、バトミントン部）質問に対し、「まったくそう思わない」「あまりそう思わ
ない」「どちらともいえない」「少しそう思う」「そう思う」の5件法による質問項目。
「そう思う」5点、「全くそう思わない」を1点として平均値を算出した。 

   江戸川区内中学校運動部活動顧問教員(165名)に、外部指導者による部活動指導支援
についてアンケート調査を実施した。江戸川区内全中学校（３３校）へ調査票を郵送。
各校運動部顧問教員５人に回答してもらい、郵送方法で回収した。



　　 Q1運動系部活動の指導に対し、負担を感じていますか。 
 

        Q2運動系部活動の指導に対し積極的にかかわりたいですか。 

       Q3運動系部活動指導における教員の負担軽減としてどうするべきだと思いますか。 
 

             
             中学における部活動は、学校教育の中で重要な位置づけであることは、ほぼすべ 
          ての教員の共通認識ではあるが、その一方で、半数以上の教員が負担としており、 
          また、半数以上の教員が指導の一部を外部に委託すべきと回答している。委託先に 
          ついては、元アスリート等の競技経験者が望ましいという意見が４割以上を占め、 
          地域スポーツクラブは、２割弱に留まった。思いの他、地域スポーツクラブへの期 
          待度は、低かった。そして、多くの教員が、顧問と連携を図り、共に生徒を育てる 
          ことが出来る人材に指導をサポートしてほしいと回答していた。 

1%
11%

32%
34%

22%

とても感じている
どちらかといえば感じている
どちらともいえない
まったく感じていない
わからない

1%8%
18%

38%

35%

積極的にかかわりたい
ある程度かかわりたい
どちらともいえない
できればかかわりたくない
まったくかかわりたくない

7%

28%

54%

11%

指導の全てを外部に指導委託するべき
指導の一部を外部に委託するべき
現状のままで良い
わからない



4.考察 
     小学校における体育専任教員としてのアスリート先生の場合、アスリート自身が学齢違
いによる児童の特性等の理解を深めるために、小学校教員らによる事前研修等を受けるこ
とが望ましいと感じた。また、授業の進め方等に関して教員との事前協議等、教員間との
相互理解等を図るための時間を増やすことも必要だと感じた。 
   更に、単発で様々な競技に特化したアスリートを派遣することに比べ、ある一定の期間、
連続的に同じアスリートを派遣する方が児童との間に親密な関係性を育む効果が生じやす
く、それは、昼休みや放課後の運動活動に反映していた。したがって、ある程度長いスパ
ンで一定のアスリートを派遣することで児童の積極的な運動活動の増幅に繋がることが期
待される。 
  中学校における運動部指導支援としてのアスリート先生の場合、１カ月間という期間また
は、２回～４回という頻度の指導では、アスリート指導者の活用で一定の効果が生じたか
という検証は難しく、今後は、年間を通して特定の運動部を指導支援するということに取
組みたい。また、運動部によっては、所属部員も少ないことから、事前指導計画の中で特
定日を決め、周辺中学の運動部員を合わせた指導を試みたい。 
   中学校における運動をしない生徒の運動参加については、運動部活動の中で所属部員と一
緒に卓球、バドミントン等の参加を呼び掛けたが、全く参加する生徒がいなかった。この
ことから、今後は、昼休み等の時間を利用し、手軽に参加できる運動分野の種目を取り入
れ、そうした環境をつくることが重要であると実感している。 

＜一般社団法人アスリートソサエティについて＞

本事業は、一般社団法人アスリートソサエティを中心にNPO法人幼児教育従事者研究開発機構
との協働で様々な種目のアスリート、大学生インターン等の協力により、実践しました。 
　一般社団法人アスリートソサエティは、元プロ陸上選手の為末 大が代表理事を務め、様々な競
技のアスリートが交流し、広く社会と繋がるための機会創出を支援しています。 
　社会におけるスポーツの発展やスポーツを通した子ども達の健全育成等について、アスリート
一人ひとりが持つ能力・価値を最大限に生かし、積極的にアスリートの経験や価値を社会に還元
する機会を作っていきたいと考えています。

＜本事業、指導者派遣等についてのお問い合わせ＞
　一般社団法人アスリートソサエティ 
　〒150-0001 東京都渋谷区神宮前６丁目３４－３ 
　TEL：０３－５４６８－２３５０ 
　http://www.athletesociety.org/contact 
　（担当：忽滑谷）
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